
公民館だより2010.1.1 （2）

公
民
館
は
ロ
ビ
ー
が
い
つ
も
華
や
い
で
い
る
の
が
い
い
（
田
無
公
民
館
利
用
者
）

公
民
館
は
ロ
ビ
ー
が
い
つ
も
華
や
い
で
い
る
の
が
い
い
（
田
無
公
民
館
利
用
者
）

柳沢公民館

田無公民館

田無公民館

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
不
安
や
悩

み
を
自
分
だ
け
に
閉
じ
込
め
な
い
で
、

と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域

の
子
育
て
公
的
支
援
や
民
間
の
支
援

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
策
を

探
り
ま
す
。
安
心
し
て
生
み
育
て
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
・
地
域
社
会
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

土
曜
日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定　

員
＝
25
人
（
申
込
順
）

▼
申　

込
＝
１
月
12
日

（火）‌

10
時
か
ら

電
話
で
田
無
公
民
館
へ

※
全
回
参
加
で
き
な
い
方
は
、
担
当

職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
豆
び
な
講
習
会

　

簡
単
に
で
き
て
、
動
き
が
と
て
も
キ
ュ
ー
ト
な

キ
ツ
ネ
君
人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

　

人
形
劇
を
親
子
で
観
た
り
、
簡
単
な
人
形
劇
を

み
ん
な
で
演
じ
た
り
も
し
ま
す
よ
。
お
楽
し
み

に
！

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

木
曜
日　

10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
者

▼
定　

員
＝
親
子
10
組
（
申
込
順
）

▼
材
料
費
＝
600
円
（
キ
ツ
ネ
人
形
代
）

▼
申　

込
＝
1
月
7
日

（木）‌

10
時
か
ら
電
話
で
田
無

公
民
館
へ

回 月日 内　　　　　容 講　　師

1 1/28
・キツネ君人形を作ろう
・作った人形で遊ぼう

井上幸子
（人形劇団プーク演出家）

2 2/4
・人形劇を親子で観よう
・みんなで体験！人形劇を演じてみ
よう

くまねずら
（田無公民館で活動する
人形劇サークル）

　

市
内
の
文
化
財
の
保
護
、
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
＝
別
表
の
と
お

り　

水
曜
日　

14
時
～
16
時

30
分　

＊
６
回
目
の
時
間
は
未
定

▼
対　

象
＝
概
ね
60
歳
以
上
で
、

次
の
①
②
の
条
件
、
双
方
に

該
当
す
る
方

①
公
民
館
の
主
催
す
る
郷
土

史
に
関
す
る
講
座
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
。

②
来
年
度
、
市
内
の
文
化
財

等
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
意
思

が
あ
る
。

▼
定　

員
＝
15
人

▼
申　

込
＝
往
復
は
が
き
に
必

要
事
項
ま
た
は
柳
沢
公
民
館

窓
口
配
布
の
申
込
み
用
紙
に

記
載
の
上
応
募
。

▼
必
要
事
項
＝
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
し
た

こ
と
の
あ
る
講

座

と

公

民

館

名
・
希
望
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
内
容
を
明

記
。
は
が
き
の

返
信
面
は
申
込

人
の
あ
て
先
、

裏
面
は
白
紙
で

投
函
。
あ
て
先

は
〒
202
―
０
０

２
２
柳
沢
１
―

15
―
１
柳
沢
公

民
館
事
業
係
。

▼
締　

切
＝
１
月
15
日
消
印
有

効
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

回 月日 内　　　容 講　　師

1 1/29
講座オリエンテーション・自
己紹介・発声・楽曲紹介 中村高

たか

生
お

（アカペラ本舗主宰・ア
レンジャー・シンガー・
ピアニスト）
アカペラのパフォーマ
ンスを競うテレビ番組
に出場（優勝）したグル
ープのアカペラ曲のア
レンジや歌唱指導など
も手がける。

2 2/5
グループ分け・パート分け・
ネーミング・楽曲練習

3 2/12 講習＆グループ練習①

4 2/19 講習＆グループ練習②

5 2/26 講習＆グループ練習③

6 3/5 仕上げ・リハーサル

☆ 3/13（土）
「ひばりが丘フェスティバル・
音楽コンサート」にて発表

☆「ひばりが丘フェスティバル・音楽コンサート」は、ひばりが丘公民
館の利用団体が主体となる実行委員会が地域交流事業として実施する
コンサートです。

　

心
に
響
く
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
演
出
し
よ
う
！

　

リ
ー
ド
や
コ
ー
ラ
ス
パ
ー
ト
だ
け

で
な
く
、
ベ
ー
ス
や
ボ
イ
ス
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
加
え
、
絢
香
やEXILE

な
ど
の
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

金
曜
日　

19
時
～
21
時

▼
と
こ
ろ
＝
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

▼
対　

象
＝
概
ね
30
歳
ま
で
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定　

員
＝
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
） 

▼
教
材
費
＝
１
人
300
円
（
音
取
り
用

Ｃ
Ｄ
代
）

＊
講
座
初
回
に
集
金
し
ま
す
。

▼
申　

込
＝
１
月
６
日

（水）
９
時
か
ら

22
日

（金）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
へ

【
メ
ー
ル
で
の
申
込
方
法
】

①
送
信
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ko
u
m
in
kan

@
city.n

ish
ito

kyo
.

lg.jp

②
件
名
「
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
・
ア

カ
ペ
ラ
で
ハ
モ
ろ
う
係
」

③
本
文
「
氏
名
・
住
所
（
ま
た
は
在

勤
・
在
学
先
）
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
パ
ー
ト
の
希
望
」
を
明
記

※
こ
ち
ら
か
ら
の
確
認
メ
ー
ル
が
届

い
た
時
点
で
申
込
が
完
了
し
ま
す
。

確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

芝
久
保
公
民
館

の
ち
い
さ
な
展
示

会
で
は
、
毎
年
２

月
に
な
る
と
桜
飾

り
と
大
豆
び
な
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
出
展
者

の
飯
島
英
夫
さ
ん

に
大
豆
に
顔
を
描

き
、
紙
の
着
物
を

着
せ
た
三
段
び
な

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
親
子
で
、
ま
た
お
孫
さ
ん

と
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き
＝
２
月
11
日
（
木
・
祝
）
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

▼
対　

象
＝
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
順
）

▼
講　

師
＝
飯
島
英
夫

▼
材
料
費
＝
300
円

▼
申　

込
＝
１
月
５
日

（火）‌

10
時
か
ら
電
話
で
芝
久
保
公

民
館
へ
。

芝久保公民館

 
ひばりが丘公民館

回 月日 内　　容 講　　師

１ 2/6
子どもの権利条例の特徴につ

いて

野村武司（獨協大学教授・西

東京市子どもの権利に関する

条例策定委員会委員長）

２ 2/13
少子化の国際比較と子どもに

やさしいまちづくりについて 安部芳絵（早稲田大学非常勤

講師・西東京市子どもの権利

に関する条例策定委員会委員）３ 2/20
西東京市の子どもたちのかか

える問題を考える（ワーク）

４ 2/27
西東京市の子育て・子育ち問

題と施策の特徴について

森田明美（東洋大学教授・西

東京市子ども福祉審議会会長）

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
は
、
心
臓
が
止
ま
っ
て
か
ら

実
施
す
る
ま
で
の
時
間
が
早
い
ほ
ど
救
命

の
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
慌
て
ず
安
全
確
実
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
操
作
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

▼
と　

き
＝
１
月
20
日

（水）‌　

10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
駅
前
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
順
）

▼
講　

師
＝
西
東
京
消
防
署
隊
員

▼
申　

込
＝
１
月
６
日

（水）‌

10
時
か
ら
電
話

で
保
谷
駅
前
公
民
館
へ

保谷駅前公民館

いざという
時のために

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
と

　

応
急
手
当
て

�

講
習
会

回 月日 内　容 講　師 会場等

1 2/10
講義
「人に伝わる説明とは」

丸尾寿一 
（エフエム西東京スタッフ）

柳沢
公民館

2 2/17
実技
「文化財の前で話す」ⅰ 亀井小百合

（エフエム西東京アナウン
サー）3 2/24

実技
「文化財の前で話す」ⅱ

4 3/3
講義と交流
「説明員はつらいよ」

江戸東京たてもの園シニ
アボランティア

5 3/10 実技「拓本の基礎」ⅰ
小林勧

かん

掌
しょう

（都立高校教諭）
6 3/17 実技「拓本の基礎」ⅱ

7 3/24
講義「縄文遺跡を守る」
ワークショップ
「今後の活動について」

亀田直美
（市文化財専門員）

郷土
資料室

※個別の単元だけの参加はお断りします（全７回参加）。


